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 1883-2768 環境に配慮した植物性大豆

油インキを使用しています。
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　今、私たちは認識しなくてはならな
いことがあります。７月には九州地方が
記録的豪雨に襲われ、８月には全国至
るところで猛暑日が続きました。これま
で私たちは、こんなに過酷な夏を経験
したことがあったでしょうか。そう、私
たちが暮らすこの地球は、とても深刻
な環境問題に直面しているのです。
　私は長年にわたり金融業界に身を
置いてきましたが、10年前までは、一
般的に金融と環境は無縁だと考えられ
ていました。しかし、それは違います。
例えば、環境に負荷を与える事業を始
めようとしている企業に対して、金融
機関がお金を貸した場合、社会に与え
る影響はどうでしょうか。そもそも銀
行のお金は、預金者のものであると同
時に、社会のものでもあります。そう考
えると、環境問題に対して金融が果た
す役割は非常に大きい。ですから、私
は金融と環境という2つのセクターをつ
なぐことで、環境問題の解決に貢献す
ることができればと思い活動を続けて
きました。
　私たちが直面している環境問題は、

人間の経済活動の結果です。モノをつ
くり、販売し、消費することで、物質的
には豊かになったかもしれません。実
際に、私たちはそれを“幸せ”だと思い
込んできました。しかしその裏側では、
エネルギーや資源の大量消費という“負
のコスト”を地球にかけてしまってい
た。地球の能力には限界があります。
私たちは今、これから目指すべき未来
の在り方を考え直す時に来ています。
　2011年10月、私が座長を務めさせて
いただき、「持続可能な社会の形成に
向けた金融行動原則」を取りまとめま
した。持続可能な社会に向けて、金融
が果たすべき責任と役割を認識し、具
体的な行動に移していこうというイニシ
アチブです。このように、金融機関も環
境に配慮するようになったことは大き
な進歩と言えるでしょう。
　東日本大震災を経験した私たちは、
モノの買い方や使い方、価値観が大き
く変わりました。省エネや節水など消
費者が動けば、どんな企業もその行動
を無視することはできません。環境に
配慮したスマートな消費者になること

で、社会に変化を生み出せる。消費活
動こそ、一人一人がパワーを発揮できる
最大の行動なのです。
　日本人に足りないものがあるとすれ
ば、それは国際的に物事を考える視点
ではないでしょうか。日本がここまで発
展できたのは、世界とのつながりがあ
ったから。資源も市場も、大部分を海
外に依存していることを忘れてはなり
ません。開発途上国を含め、世界が良
くなって初めて日本も良くなる。だから
こそ、この地球が置かれている状況を
知り、世界と危機感を共有してほしい
のです。
　将来、たった一つの地球で暮らすす
べての人が豊かさを感じながら生きて
いくためにはどうしたらいいか―。その
答えが今、求められています。

私の 環境に優しいビジネスを目指す
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「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
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カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→ なんとかしなきゃ.jp
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